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醗
　
鋳
　
鍵
　
　
第
携
牽
　
一
騰

に
於
て
本
書
の
聡
き
腱
我
々
の
久
し
く
求
め
て
欝
ざ
寧
し
も
の
で
あ
っ
た
雛

嗣
よ
り
佛
教
の
知
識
に
魯
き
私
は
導
問
家
か
ら
見
て
陀
轡
は
簿
澱
の
偵
瓶

あ
る
も
の
で
あ
る
か
は
知
ら
た
い
。
駕
し
我
々
は
姥
鮫
を
漬
む
こ
と
に
よ
っ

て
佛
教
の
根
本
騎
帥
の
何
毬
に
あ
る
か
を
知
静
疏
ハ
繕
憩
の
舞
た
る
か
を
知
夢

併
せ
て
駕
滋
に
…
選
ま
ん
と
す
る
異
常
な
る
惑
奮
を
畳
ゆ
る
春
で
山
‘
9
る
。
　
我
々

、
は
此
感
奮
を
塞
と
し
て
本
陣
の
研
究
が
蒋
饗
の
希
望
せ
る
如
く
徒
に
無
生
命

に
絡
ら
ざ
り
し
こ
と
を
織
馨
し
得
る
で
あ
ら
う
。
　
猫
賢
佛
殺
外
の
み
な
ら
ず

黒
く
我
國
の
患
想
舞
に
角
書
の
鐵
き
眞
蟄
な
る
醐
究
を
得
た
る
こ
し
」
は
我
々

の
著
春
に
聾
し
て
感
謝
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
解
で
あ
る
Q
東
京
碑
田
紳
操
町
畳
波

轡
店
城
砦
弓
懸
二
闘
五
十
鵡
（
山
内
濫
立
）

　　

@　

@
難
暴
量
概
論
　
　
細
．
匙
プ
恐
ウ
ー
イ
卿
灘

　
本
書
は
襯
ハ
の
序
論
に
於
て
澤
者
が
臨
っ
て
居
る
搬
に
、
掃
）
3
莞
寓
か
．
．
O
一
二

O
o
彰
3
、
薫
乙
夢
ぎ
2
券
勇
．
、
の
登
灘
で
あ
る
が
其
の
内
容
を
窺
っ
恥
者
は
、

「
激
育
哲
墨
概
誰
」
の
繧
懸
の
下
に
公
に
せ
ら
れ
た
斑
以
に
首
旨
す
る
で
あ
ら

う
。

　
本
書
は
巻
頭
に
課
者
自
身
の
芋
に
讃
つ
た
「
デ
ゥ
慮
i
の
論
罪
」
を
序
論

と
し
て
揚
げ
次
に
課
砦
の
緒
雷
を
駕
し
漸
以
下
二
十
六
章
に
渡
っ
て
療
著
の

秦
課
を
示
し
て
掘
る
。
全
灘
と
し
て
論
蓮
詳
細
を
換
め
、
例
を
辱
近
な
贋
に

求
め
て
腸
る
熱
も
可
な
》
に
多
く
、
　
や
駈
爆
す
躰
ば
鍍
意
膿
乾
燥
に
流
紡
い

此
の
種
の
著
蓮
7
、
し
て
は
、
患
者
を
惹
き
つ
け
る
力
に
霞
ん
で
居
る
と
鴛
へ

よ
う
、
本
省
を
讃
む
に
は
、
最
籾
に
、
第
二
十
四
章
「
激
警
哲
暴
」
を
繊
む
方

が
便
利
で
あ
る
。
　
と
い
ふ
の
は
詞
章
に
レ
て
、
薯
者
の
狙
っ
て
居
る
黙
、
本
・

書
に
於
け
る
恵
贈
の
鑛
浮
を
立
憲
し
て
簡
明
蹟
蓮
べ
て
贋
る
が
故
で
β
あ
る
。

一
一
八

こ
漏
に
、
其
の
大
勢
を
摘
鍛
し
て
紹
弁
の
嶋
端
に
し
た
い
、
と
患
ふ
◎
先
づ
策

一
殿
○
章
よ
リ
五
嶽
ま
で
）
　
に
於
て
は
、
籔
育
の
証
愈
的
必
要
及
び
職
分

を
明
か
に
し
、
　
旦
つ
畿
脅
閣
難
が
喬
d
生
存
を
維
持
す
る
過
程
と
し
て
の
教

一
一
3
の
一
概
特
質
を
概
説
し
て
居
る
。
即
ち
島
育
は
一
し
万
に
於
て
、
　
或
人
と
兄

堂
と
の
温
海
交
際
に
依
る
無
意
的
純
瞼
傳
蓬
の
巡
稚
た
る
と
共
に
他
方
に
於

て
、
　
鮭
斎
n
が
自
己
の
存
縛
噛
を
確
保
建
ん
が
た
め
に
施
設
せ
る
有
意
的
経
瞼
総
…

濫
の
過
程
な
蓼
と
な
し
、
　
か
く
の
如
き
意
嘘
　
の
教
盛
り
は
當
鮫
渦
未
成
熟
な
ろ
晃

洩駄

ﾌ
指
｛
曝
女
ぴ
典
の
襲
爵
を
助
長
す
る
と
共
に
汁
巽
の
児
堂
の
雛
遊
芯
す
る
職
倫
樋

由
身
の
指
導
及
び
助
長
遊
も
鷺
…
賦
す
る
が
故
に
、
　
熱
ハ
の
轟
愈
其
者
の
繍
瀬
、

性
質
を
究
明
す
る
必
要
あ
り
と
し
、
　
圃
般
鍮
の
後
、
結
局
、
鴨
㍗
な
る
M
囚
興
億
四

統
の
保
存
に
鹸
念
な
き
鮭
舎
に
諮
ず
し
て
、
意
識
的
に
甦
歩
を
期
し
、
且
つ

瀧
愈
各
員
翔
互
の
分
有
す
べ
き
三
遷
興
味
を
幽
々
多
搬
な
ら
し
め
ん
と
す
る

民
本
棄
一
戦
の
瀧
會
．
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
を
説
い
て
居
る
。
即
ち
、
教
育
は

か
蕊
ろ
民
本
搬
（
魏
的
齢
将
の
幾
展
K
滴
…
参
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
居
る
。
　
嬢

二
殿
　
（
菜
六
章
よ
り
第
十
七
章
窪
で
）
に
於
て
は
以
上
の
民
本
主
義
を
欄
準

と
し
て
、
晃
鍛
の
縄
験
を
連
凝
的
に
改
造
し
綴
畿
し
織
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
藩
を

鈴
張
し
、
　
此
の
改
造
試
掘
脅
昌
鼻
面
義
内
容
を
璽
進
し
、
且
つ
此
の
改
組
織
の

指
導
謄
と
し
て
の
個
々
八
の
能
力
を
櫓
毒
す
る
搬
な
難
質
の
も
の
な
る
べ
き

を
蓮
べ
て
居
る
。
叉
、
此
の
誕
、
碧
翁
意
義
と
個
人
的
能
力
と
の
繭
極
の
麗
捌

を
用
み
て
、
数
材
と
三
子
法
と
の
各
特
色
を
明
か
に
に
し
、
同
時
に
、
墨
習
の

方
法
は
、
綻
験
の
紡
料
の
改
造
を
意
識
的
に
指
線
す
る
事
で
あ
る
が
故
に
、

教
樗
と
数
授
法
と
の
統
一
を
必
要
と
し
、
其
の
見
地
よ
り
學
習
の
方
法
材
料

の
喪
要
漂
理
に
就
て
跳
べ
て
濫
る
。
　
第
三
段
（
駕
「
＋
八
章
よ
り
第
二
十
三
出
畢

蜜
で
）
　
に
於
て
は
、
上
趣
の
属
本
影
義
の
理
想
綿
只
管
が
現
代
κ
…
於
て
多
く
の

島



　
　
制
限
を
受
け
て
居
る
轟
を
建
ぺ
、
其
の
原
囲
を
、
総
瞼
を
偶
濤
分
立
し
た
興

　
　
薩
｝
の
洗
掘
域
よ
り
磯
る
竜
の
と
臓
…
ひ
、
皿
つ
飢
谷
思
議
川
は
、
　
窯
ハ
の
孤
立
せ
る
三
豊

　
　
の
二
値
、
　
節
料
、
方
法
を
賓
し
、
各
領
域
が
適
蹴
に
他
よ
り
限
定
せ
ら
れ
た

　
　
る
範
闘
を
越
え
な
い
漁
り
、
　
教
育
上
に
於
け
ろ
一
毬
の
「
樺
力
の
均
衡
」
が

　
　
構
成
せ
ら
る
墨
も
の
な
り
と
考
ふ
る
黙
に
在
り
と
な
し
、
　
か
（
て
髭
の
償
殖

　
　
や
興
味
の
分
離
雨
具
の
根
底
に
横
は
る
種
々
の
擢
定
を
分
解
説
明
し
て
屠

　
　
る
。
帥
ち
｛
買
際
的
方
面
に
於
て
、
債
値
轡
興
昧
の
分
立
は
、
可
な
り
聞
定
的

　
　
に
獲
溺
さ
れ
た
網
倉
階
繰
の
存
在
に
墓
く
竜
の
で
あ
っ
て
、
是
れ
が
就
獣
的

　
　
交
渉
交
際
の
幽
暗
と
充
賓
を
妨
ぐ
る
班
以
で
あ
り
、
三
っ
て
、
努
働
と
閑
暇
、

　
　
實
際
活
動
と
知
的
活
動
、
入
と
自
然
、
奇
人
と
融
禽
、
侮
養
と
職
鑑
等
の
姻

　
　
き
色
々
な
二
元
設
や
器
質
を
構
嵐
寓
す
る
環
囚
と
な
っ
て
を
る
纂
を
示
し
て
を

　
　
る
。
　
轟
囲
口
師
道
塒
m
多
の
…
鮒
立
と
同
…
稼
の
鋤
立
が
、
古
代
の
哲
…
雄
・
　
説
κ
も
在
り
、

　
　
心
又
は
精
憩
と
物
質
、
　
肉
彊
と
心
意
、
心
と
世
界
、
職
人
と
融
會
艦
の
鋤
立

　
　
が
、
其
の
孟
要
陶
顯
で
あ
っ
た
塩
を
詣
穂
…
し
て
穏
る
。
　
嘉
し
て
暖
国
種
，
な
の

　
　
分
立
の
想
胞
巣
に
は
、
　
心
理
的
｝
條
轟
直
配
W
ち
身
幟
欝
門
鳩
脚
や
、
物
｝
貰
的
出
万
便
や
、
自

　
　
然
物
な
ど
を
包
脅
す
る
活
動
か
ら
、
、
入
瑚
の
心
を
引
落
瞬
し
て
止
立
せ
し
む

　
　
る
と
君
ふ
根
本
的
の
盤
定
が
あ
る
。
後
っ
て
環
境
を
翻
御
軍
臨
す
る
活
動
中

　
　
に
於
け
る
心
の
起
標
、
　
地
純
職
分
を
認
む
る
膏
學
を
縫
眠
し
、
か
く
て
再
び

　
　
初
め
に
炭
っ
て
、
人
間
の
衝
動
、
本
能
が
、
生
物
的
に
烏
然
・
刀
と
蓮
綾
し
て

　
　
居
る
｛
畢
、
心
の
成
長
が
洗
ハ
嗣
∵
獅
麟
…
を
持
っ
た
允
黒
総
昂
納
勒
…
の
漁
び
加
に
依
る
彫
・
、

　
　
下
魚
環
鏡
が
薩
膚
環
境
に
於
て
利
組
せ
ら
る
二
聯
に
依
っ
て
膏
々
に
興
ふ
る

　
　
影
蓼
、
欲
求
や
思
考
に
於
て
…
濡
々
入
の
異
な
る
鱒
を
匙
渉
的
に
褒
展
し
つ
ふ

　
　
あ
る
澱
曾
の
た
め
に
利
用
す
る
必
要
、
　
轡
料
と
方
法
と
の
本
質
的
統
一
、
貰

鋤
酌
轟
讐
案
落
髪
糠
霧
の
霧
を
落
し
愛
吟
整
急
呈

　
　
　
　
　
　
　
　
、
薪
鞍
翻
介

と
し
て
の
心
意
を
認
む
る
二
等
に
論
客
し
、
　
是
等
の
考
方
ぼ
、
人
間
の
叡
総

と
は
経
験
の
紐
料
を
同
源
に
依
っ
て
駐
薗
的
に
改
造
す
る
事
な
り
と
見
る
哲

學
と
一
匹
し
、
　
腰
輿
的
哲
學
の
生
埋
な
る
も
の
と
も
一
心
せ
ざ
る
事
を
示
し

て
艦
る
。
箪
二
十
四
童
（
教
育
暫
學
）
は
、
以
土
の
如
く
爾
、
二
†
三
章
を

概
話
し
た
る
後
、
謙
れ
等
、
敏
育
の
誰
問
題
申
に
含
眠
る
」
哲
学
諸
説
の
総

靖
撃
壌
詳
を
試
み
、
誓
學
は
即
ち
敏
育
の
一
般
線
理
な
り
と
定
義
し
、
叉
、

哲
學
は
知
識
の
一
種
に
非
ず
、
　
思
考
の
…
種
に
し
て
、
他
の
種
類
の
患
考
と

耐
じ
く
、
　
瓢
9
等
の
纏
蛉
…
申
に
不
灘
甲
麗
な
癖
地
の
存
す
る
購
か
り
励
蟹
盈
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
其
の
特
微
ぼ
、
典
の
未
決
麗
な
問
憩
が
、
線
鞭
さ
れ
た
興
昧

や
、
翻
度
的
饗
求
か
ら
成
立
し
て
藩
る
緋
ρ
蟹
く
行
き
渡
っ
た
融
倉
癖
業
や

魔
會
陰
的
の
中
に
見
禺
さ
る
も
め
な
り
真
欝
ふ
箏
買
に
む
す
る
、
数
に
種
々

隷
反
せ
る
擬
向
や
興
駄
の
調
和
改
整
を
継
ぐ
る
唯
一
の
・
万
法
は
、
人
醐
の
燐
…
，
　
昌

的
滋
に
知
的
顛
向
の
改
墾
に
依
る
も
の
な
る
を
以
て
、
　
哲
煩
は
人
峨
の
裡
糎
々

な
る
翼
昧
を
明
瞭
に
毅
議
す
る
と
嗣
時
に
、
　
興
昧
の
抗
衡
を
も
猟
た
し
む
る

た
め
の
掘
察
黙
及
方
法
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
又
教
育
ぼ
雌
に
望
渓
し

き
改
邉
に
就
て
の
懸
説
盤
葱
た
る
べ
き
も
の
ぐ
な
く
、
　
必
要
な
葛
敗
箪
〃
嫌
慧

際
に
實
行
ず
る
過
程
な
る
が
故
に
、
誓
學
は
思
慮
涙
き
實
∬
々
爲
と
し
て
の

欝
黙
育
の
煕
脳
理
な
り
と
見
る
聯
が
で
き
よ
う
と
欝
ふ
国
詰
を
蓮
（
、
　
儒
旺
二
十
五

臨単

@
門
田
（
泌
に
〃
於
て
ば
民
訟
小
輪
義
の
下
に
於
σ
る
認
鱗
脳
論
、
　
及
び
醸
校
に
於
け

る
論
議
獲
得
の
意
義
を
論
じ
、
都
島
の
第
二
＋
六
章
滋
血
糊
に
於
て
徳
胃
の

慧
義
を
明
か
に
し
以
て
、
　
上
原
述
べ
來
つ
た
瞬
を
無
難
し
て
糾
る
。

　
薫
育
に
溶
す
る
一
般
的
理
論
に
通
ず
る
轟
は
雛
に
知
的
興
昧
の
醐
蹄
り
か
、

ら
で
は
な
く
、
　
貿
際
教
育
に
従
事
す
る
餐
に
と
っ
て
趣
あ
て
必
要
な
頚
で
あ
’

る
と
患
ふ
、
憾
就
的
な
捌
に
纏
蕊
ハ
認
た
教
授
准
を
寡
封
的
に
反
復
す
る
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
漕
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨
　
・
緒
ノ
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蓄
　
雛
　
儀
　
究
　
　
第
購
苧
　
一
號

飲
っ
て
能
審
終
儲
れ
「
り
と
な
す
黛
…
㍑
鋳
癌
〃
葭
は
聴
〃
に
塞
憂
目
の
題
…
議
を
す
」
め
み

と
典
に
、
か
く
の
如
く
大
き
な
本
書
を
敢
て
拳
課
さ
れ
た
灘
麿
の
勢
を
多
と

す
る
。
東
京
、
洛
陽
堂
、
出
版
、
定
頼
滲
囹
八
拾
鏡
。
（
深
田
式
）

寄
贈
書
籍
羅
誌

羅
露
攣
原
理
　
　
　
文
曝
士
筒
薦
保
馬
著

自
一
婦
靴
舗
の
欝
欝
　
　
　
　
野
．
醤
船
齢
著

大鼻
繋

選者

　
瓢
○

　
印
腰
佛
臓
器
鶴
黛
　
　
　
　
芸
事
騎
漕
　
　
　
瞬

嚢
學
難
誌
、
丁
贋
倫
理
講
演
鍛
、
心
躁
藩
兜
、
痕
洋
哲
峨
六
合
難
誌
、
東
蕊
．

欝
欝
、
醸
誰
燈
、
　
な
俗
彙
報
、
聡
慧
鐙
丈
學
、
交
化
運
勤
、
墨
校
歌
轡
、
教

育
、
内
弊
数
育
謎
諮
，
鱗
恥
争
覇
1
9
、
駿
育
研
究
、
噌
試
樗
臨
講
　
現
代
教
育
、

棄
京
教
寳
、
　
京
郁
数
育
、
奈
長
牒
教
門
、
欝
岡
懸
教
湾
．
近
江
演
憲
、
戯
孕

縣
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熱
、
筑
重
敏
賞
、
　
信
濃
読
響
、
佐
賀
縣
教
宵
、
蒸
鑓
敦
育
、
長
瞭
数
育

雄
誌
、
　
宮
銭
遣
盲
、
愛
飼
．
教
盲
、
款
溝
懸
殺
馬
溜
誌
、

號前

儲
支
那
の
竈
愁
に
就
て
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：
・
：
・
：
：
・
一
：
：
：
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，
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：
・
：
丈
応
益
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ェ
舟
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ン
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於
け
ろ
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望
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：
：
：
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．
：
・
丈
軍
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一
無
意
識
（
完
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）
：
…
：
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…
…
・
：
…
　
　
　
　
　
・
墨
ま

　
脅
ン
ト
の
歴
史
哲
學
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承
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）
：
：
：
：
・
：

一
形
式
論
理
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の
封
象
：
：
・
：
：
・
・
：
・
・
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文
摩
士

藁
　
　
報

安三千．久狩

細葉保野
臨庄
ツ，卜胤正直
’；一．　ノ聯、

助郎炭夫喜
　　n　　

t　ttt　帰　一rTv　r


